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研究成果の概要（和文）：　本研究では，幼児期における「遊び込める」という状況を規定する要因を尺度開発
を手がかりにして明らかにした。幼児の「遊び込める」は「受容，共感，応答の循環」「環境への能動」「探求
への意欲」「創造，想像の収束と実現」「親和と共有」の５因子23項目によって構成された。続いて，幼児の身
体的な活動，特に自由遊びのなかでのドッジボールを対象として，遊び込める環境を構築する「質の高い遊び」
について，尺度を利用して検討した。幼児期における運動遊びは，もの，ひと，ことのかかわりを通して，遊び
込めるというプロセスが生まれ深まることが考察され，運動遊びの心理社会的効果として捉えられた。

研究成果の概要（英文）：　This study aims to examine what it means for children to be “fully 
playable” through its scale development. Factor analysis was used to divide the results into 5 
factors and 23 items. F1, Smooth transition between reception, empathy and reaction; F2, 
Adaptability to surroundings; F3, Motivation for exploration; F4, Creativity and imagination with 
focus; F5, Affinity and Cooperation. 
  Secondaly, it focuses on the effects of dodgeball games among 5-6 year-old children at 
kindergartens. This Scale was used for the assessment of the 5-year-old class, with strong focus on 
one boy in the class, boy A. As a result, the following 6 stages were seen in the dodgeball games of
 5-year-old children observed. In the case, it was found that each factor rose at different phases 
and through the encounter of people (other children), things (ball, rules) and situations (trouble),
 and he became “fully playable.”  It was shown that physical play during early childhood has 
psychosocial effects.

研究分野： 保育内容論，身体教育

キーワード： 遊び込める　遊び　質の高い遊び　運動　心理社会的効果　幼児　保育　尺度開発
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 筆者は，幼児の身体活動量増強と活動意欲
形成の研究から，身体活動性を高める 4要因
（プレイ，リーダー，チャレンジ，ソーシャ
ル）で構成される「子どもアクティビティ尺
度」を開発し，身体活動性を高めるために，
からだとこころの相互作用を活性化する必
要性を示した。次に，からだとこころの相互
作用を紐解く視点として，幼児同士がお互い
に影響しあう関係性として，身体による相互
模倣に着目し，身体的なコミュニケーション
という新たな基軸の導入を提唱し有効性を
実証した。教育改革の背景には，学力低下だ
けでなく，他者とコミュニケーションする能
力の欠如に端を発した「社会で生きる力」の
問題が存在する。この研究は，他者とかかわ
ることの基礎がつくられる乳幼児期に，身体
を通したコミュニケーションが円滑に行え
る支援が重要という考えに動機づけられた。
そこでは，幼児にとって身体による模倣発現
や相互行為に関わる力とは何かが問われ，幼
児期において感性とはどのような行動様式
として現れているかを明らかにするために，
「幼児の感性尺度」を開発した。さらに幼児
期の感性の役割を具体化するために，「身体
的な感性」という概念の有効性について実証
的に研究した。幼児にとっての「身体的な感
性」とは，他者を含めた社会・環境に向かっ
ており，自己の社会化の程度が，身体的な感
性の形成や発揮を規定していることが示さ
れ， 3 歳児から 5歳児の発達的特徴とともに
明らかにされた。幼児期の身体的な感性を，
社会へのかかわり方という核に寄せて検討
を重ねる意義が認められたと言える。 
 以上のように，「身体活動量増強と活動意
欲形成は互恵的な関係をもつ」ことと「身体
的な感性はコミュニケーション能力の基礎
となる」という 2つの研究成果を経て現在に
至った。しかし一方で，現代の子どもたちの
育ちの状況を，身体的な感性という視点で見
つめた時には，「能動的な応答性」や「身体
的な共感性」の弱さが問題として浮き彫りに
されてきた。例えば，自分の好きなことやや
りたいことがはっきりしない，動きながら考
えて修正することができない，他者への反応
として身体が動き出さず遊びを共有できな
い。その原因はどこにあるのか。幼児期にそ
れを育むことができるのか。このような問い
に答える材料を充分には得ていない。そこで，
この問題を焦点化する切り口として，保育現
場において，子どもたちの「遊び込める」と
いう概念を具体化することによって，問題解
決のための支援と環境の構築ができるので
はないかという課題の設定に至った。先行す
る研究から得た上記2つの成果を化学反応さ

せることのできる視点が「遊び込める」とい
う概念に通じると考えた次第である。子ども
の遊びを創造するのは保育者ではなく，子ど
も自身がその役割を果たしていけるような
援助が重要という考えが，幼児教育の分野で
強調されていることにも動機づけられる。 
 また，幼児期の教育は「環境による教育」
とされ，その環境は物的環境，人的環境とい
う言葉で意義づけられているが，身体的な活
動や遊びのための環境は，保育者自身が遊べ
ないという課題を含めて，明確な意図を持っ
て具体化されたものが少なく，意外に貧しい。
そこで特に,子どもたちの身体的な活動を中
心にして，遊び込める環境を構築するための
要素としての「質の高い遊び」とは何かを並
行して考えることが意味を持つと考えられ
た。「遊び込める」子どもに育てたい。その
ために，遊び込めるような「質の高い遊び」
という環境や教材の質を保障することをめ
ざして，本研究に着手し始めた次第である。 

 

２．研究の目的 

(１)目的 

 本研究では，幼児における遊び込めるとは
何か，遊び込めるという状況を規定する要因
は何かを明らかにする。その手だてとして尺
度を開発する（研究Ⅰ）。次いで，幼児の身
体的な活動，特に自由遊びのなかで進められ
るドッジボールを対象として，遊び込める環
境を構築する「質の高い遊び」について，本
尺度を利用して検討する（研究Ⅱ）。 

(２)「遊び込める」に着目する意義 

 近年の子どもの危機として，日々の生活や
遊びの語りに生気がなく，対人関係でも何と
なく意欲がなく，ぶつからないことが問題視
されている。彼らのストレスは，感情・情緒
の不安定さ，集中力や自尊感情の低下，社会
性の欠如として大きくなる傾向にあり，一方
でその対処能力や回復力の低下も指摘され
る。これらは，遊び時間の減少，遊びの質の
変容に伴った活動レベルの低下と無関係で
はない。子どもは，遊びの中で社会性を育み，
身体を動かすことによって日常の些細なス
トレスを昇華することができる。また他者と
かかわりながら楽しく身体を動かすことに
よって，身体的な共感性や集中力が増すこと
も経験的に知られている。本研究での「遊び
込める」という視点は，このような心理社会
的側面に注目することで，運動遊びへの動機
づけを高め，結果的に身体面への効果へと結
びつけられる点に学術的な特色がある。体力
や運動技能など身体的効果に偏る従来の身
体活動の目標に替わって，「丈夫なこころ」
を養い「賢いからだ」を育てるという新たな



価値を付加できる可能性がある。 
  

３. 研究の方法 

研究Ⅰ：「遊び込める」を規定する要因の 
   検討：尺度開発を手がかりとして 
①「遊び込める」という概念の具体化からの

尺度項目収集と選出 
＜調査期間＞2013.7〜9 
＜調査対象と手続き＞ 
 愛知県，岐阜県の保育歴２年以上の幼稚園
教諭・保育士を対象に自由記述式質問紙を依
頼し郵送で回収した。教示文は「先生御自身
が「遊び込める」「遊び込んでいる」と感じ
られた子どもを（何人でも）思い描いてくだ
さい。そのように感じられたのは，幼稚園・
保育園での，どのような場面，場所，状況か
らでしょうか。その子どもの年齢，性別を含
めて，エピソードとして自由にお書きくださ
い。「遊び込める」「遊び込めない」という言
葉は，あくまでも先生御自身の感覚で捉えて
いただいて結構です。」とした。 
 その結果，96 園（回収率 85％）315 名の回
答を得た。内訳は，公立幼稚園 18 園（58 名），
私立幼稚園 10 園（38 名），公立保育所 7園（28
名），私立保育所 1 園（3 名），公立こども園
60 園(188 名)。保育者の平均年齢 31.4 歳
（SD8.31），保育経験年数の平均 10.0 年
（SD7.48）。男性 6名，女性 309 名であった。
回収された自由記述からは，529 例のエピソ
ード事例が抽出された。 
＜倫理的配慮＞ 
 本研究では，調査対象施設の責任者に対し
て，口頭と紙面により，回答内容によって不
利益が生じないこと，子ども及び保育者個人
が特定されないことを説明し協力の同意を
得た。また，調査協力が得られる回答者には，
紙面を通して協力を依頼し,返送を持って倫
理的同意とした。 
②「遊び込める」を構成する尺度項目の 
  選出 
 「遊び込める」を構成する項目候補とカテ
ゴリーを抽出する作業は，以下の３つの手続
きを経た。手続きⅠでは各エピソード事例の
読み取りと解釈を筆者が行った。各事例の文
脈テクストに沿って内容的なまとまりとな
る部分を抽出し，テーマを案出し言語化し項
目候補とした。手続きⅡでは，各エピソード
事例に対して，手続きⅠで得られた項目候補
のいずれが適応するかを判定した。ひとつの
エピソード事例には，複数の要素が絡み合う
場合が多い。保育者の記述したエピソードで
あり，文章表現上の過不足が生じることは否
めず，文脈の背景まで解釈を特定できないこ
ともあった。研究者側の過剰な解釈にならな
いために，各事例のテクストに沿って読み取

り，項目を適応させた。その際，事例の解釈
が恣意的な主観性に寄らず，より妥当性の高
いものになるように，読み取り２回目は，１
回目の結果を見ずに行い，３回目では１回目
と２回目で解釈にズレのあった事例につい
て，保育経験のある研究者２名の意見を参考
に解釈を行った。その結果，１エピソードか
ら３項目程度が読み取れる事例が多くを占
めた。この段階で項目候補の文言を修正する
場合もあり，項目候補作成と読み取りの往復
を繰り返した。 
 手続きⅢでは，内容的に類似した項目候補
を合議により統合し，尺度の因子名を予測し，
カテゴリーとして操作的に命名した。同時に
各項目候補について，尺度項目として，子ど
もの特性ではなく行動様式としての状況や
状態を捉えるのに適しているか，保育者間で
定義や評価水準が一律になるかに着目し，項
目候補の削除や統合，文言の修正等を行った。 
 以上の手続きを経て得られた「遊び込める」
姿としての要素は 43項目候補 12カテゴリー
に抽出分類された。 
③幼児版「遊び込める」尺度の作成 
＜調査期間＞2014.6〜8 
＜調査対象と手続き＞ 
 愛知県，岐阜県の幼稚園，保育園，こども
園 78 園（回収率 80％）の園児 278 名（５歳
男児 72 名，５歳女児 72 名，４歳男児 62 名，
４歳女児 62 名）を対象に質問紙調査を行っ
た。評価回答した保育者の平均年齢は 28.99
歳（SD6.54），保育経験年数の平均 8.18 年
（SD5.53），性別は男性 10 名，女性 129 名。 
 回答は，保育者 139 名による各担当クラス
の男女児各１名に対する代理評価を依頼し
た。対象児は無作為抽出とするために，男女
児ともに原則的に名字の頭文字が「S」の１
番最初の園児とした。 
 43 項目に対しての教示文は「対象となった
子どもの傾向（最近の３，４週間）について
うかがいます。幼児の遊び場面における遊び
込める行動や内面についていろいろな状況
が述べられています。それぞれについて，そ
の子どもの最近の行動をお考えになって，実
際にその子が見せる程度を，以下の要領でご
記入ください。」とした。回答形式は「ほと
んど見られない（全くあてはまらない(１)）
〜「非常に多く見られる（たいへんあてはま
る）(５)」の５件法を採用した。 
＜分析方法＞  
 因子構造は，最尤法・プロマックス回転に
基づく探索的因子分析によって検討した。 
研究Ⅱ：５−６歳児のドッジボール遊びを対

象とした「遊び込める」ための遊びの
質とその変容（遊び込める環境を構築
する「質の高い遊び」の検討） 

＜対象＞ 



愛知県 T幼稚園 5-6 歳児（年長児） 
5-6 歳男児１名，アキラ（仮名） 
＜期間＞2015.10〜2016.3 
＜手続き＞ 
・週１日を原則とし，登園後の自由遊び時間
のドッジボール遊び場面において，VTR 撮影
を併用した観察を行い，その後，逐語化しフ
ィールドノーツを作成した。観察日数は期間
中 20 日であった。 
・男児アキラのその日のドッジボール遊び場
面の行動を，開発した幼児版「遊び込める」
尺度（表１）によって評価した。その際，担
任保育者らと合議することもあった。 
・評価に至った根拠を,観察記録をもとに以
下の 3側面に分けて記述した。 
 運動技能の側面（投げる，捕る，避ける）  
 心理社会的側面 
 アキラをとりまく他児のかかわりの側面 
・アキラの量的及び質的な変容に基づき，運
動遊びにおける「遊び込める」という状況の
発現や変容を検討した。 
 

４.研究成果 

(１)「遊び込める」を規定する要因の検討：
尺度開発を手がかりとして 

 幼児の遊び込める姿に含まれる要素とし
ての項目について，最尤法・プロマックス回
転に基づく探索的因子分析を実施し，固有値，
累積寄与率及び因子の解釈可能性の観点か
ら５因子解が最適と判断されたため，因子負
荷量が .40以下の項目及び2重負荷のかかっ
た項目を除き，５因子での因子分析を行った。 
 幼児の「遊び込める」は，「受容•共感•応
答の循環」「環境への能動」「探求への意欲」
「創造•想像の収束と実現」「親和と共有」の
５因子 23 項目によって構成された。（表１） 
 「第Ⅰ因子：受容•共感•応答の循環（Smooth 
transition between reception, empathy and 
reaction）」には「他者のアドバイスや意見を
受け入れる」「他者と目的やテーマやアイデ
ィアを共有しながら楽しさやノリを合わせ
る」など５つの項目が含まれる。幼児が，他
児を受容し，共感し，応答するという行動様
式である。 
 「第Ⅱ因子：環境への能動（Adaptability to 
surroundings）」には４項目が含まれる。「知
らないもの，ひと，ことに出会うことを楽し
む」「様々な状況の変化を楽しむ」「表情や身
体が生き生きとし楽しむ雰囲気が溢れる」な
ど，遊びの環境に対して自ら探し求める積極
性と，環境への活発で柔軟な感受性，高揚感
を伴った行動様式である。 
 「第Ⅲ因子：探求への意欲（Motivation for 
exploration）」には「自分で目標を定めて取り
組む」「自分一人でもやり抜こうとする」「意

欲を自分自身で喚起しようとする」など６項
目が含まれる。様々な事象を探索し，追究し，
それらが持続する行動であり，しかも一連の
営みが自立して意欲を溢れさせている。子ど
もたちにとって，遊びのなかでの試行錯誤や
探求は「挑戦」と言える。 
 「第Ⅳ因子：創造•想像の収束と実現
（Creativity and imagination with focus）」には
「自分のしたいことや意見を達成したりイ
メージを表現するために工夫したり提案し
たりする」など３項目が含まれる。遊びを工
夫し広げるために，想像したり創造したりす
る行動である。ただし「遊び込める」ために
は，想像や創造をとりとめもなく拡げるより
も，目的に沿い，自己決定しつつ，ある方向
へと収束させ実現させていくことが必要と
捉えられた。 
 「第Ⅴ因子：親和と共有（Affinity and 
Cooperation）」には「競うことや勝敗を楽し
む」「他者とイメージや課題を共有させるた
めに真剣に話し合う」「他者の参加を誘った
り組織化したりする」の５項目が含まれる。
競うことや勝敗を楽しむためにルールを考
えたり作戦を立てたり話し合ったりする行
動は，自分に自信を持ち自分を活かそうとす



る自尊感情に根ざしている。また幼児の協力
的行動は親和感情に強く影響する。「遊び込
める」ためには，他児とのかかわりが大きな
影響を及ぼすことが捉えられた。 
 その後，本尺度の信頼性と妥当性を検討し
た。信頼性検討のために，尺度内での項目得
点の一貫性を追究し内的整合性を統計的に
算出する方法と，安定性に関する信頼性を追
究する方法としての再テスト法を実施した。 
その結果，信頼性係数（Cronbachα 係数）は
高い水準にあり，高い内的整合性を有するこ
とが確認された。因子構造の再現性を検討す
るためのテスト－再テスト法による相関係
数も，高い係数を示し再現性が認められた。
本尺度の安定性が確認された。 
 因子構造の基準連関妥当性として，既存の
外的基準と照らし合わせた併存的妥当性を
検討した。既存の外的基準は，「幼児の社会
的スキル尺度」「幼児期の感性」「幼児の身体
活動性」とし，本尺度５因子はこれらの３尺
度因子と有意な相関を示し，構成概念妥当性
が支持された。 
 

（２）５−６歳児のドッジボール遊びを対象と
した「遊び込める」ための遊びの質とそ
の変容 

 幼稚園や保育園における 5—6 歳児が自由
な遊びのなかで行う戸外での運動遊びとし
てのドッジボール場面を，研究Ⅰで開発した
尺度を用いて，「遊び込める」ための遊びの
質とその展開，個人における「遊び込める」
の変容を検討した。また，そこから，運動遊
びの心理社会的効果を明らかにすることを
試みた。 
①5-6 歳児における自由遊びのドッジボール

場面の展開 
 本研究で観察した半年間に及ぶ自由遊び
のなかで進められるドッジボールの展開は，
その展開内容から大きく6つのフェーズが見
られた。それぞれ保育者介入期，保育者場面
援助期，子ども主導期，子ども試行錯誤前
期・後期，ゲーム展開期と命名された。 
 
保育者介入期（10／8〜10／22） 
Caregiver intervention phase 
ドッジボールの基本ルールや技法を知らせるために保育
者が加わり，モデルの役割を果たしてゲームの流れをつ
くり始める時期。 
 
保育者場面援助期（10／29〜11／11） 
Caregiver assistance phase 
保育者がゲームに加わったり加わらなかったりしなが
ら，トラブルなどの必要な場面のみ介入し援助する時期。 
 
子ども主導期（11／25〜12／7） 
Initiative-taking phase 
保育者がほとんど介入しなくても子ども間でゲームが流
れ，トラブル解決のためのルールが生まれる時期。 
 
子ども試行錯誤前期（12／15〜2／1） 
Early trial-and-error phase 

子どもが自分たちでゲームを始め，子ども同士でいろい
ろと考えて流れをつくる時期。 
 
子ども試行錯誤後期（2／4〜2／15） 
Late trial-and-error phase 
自分たちなりに楽しさを味わうために，子ども間で指示
を出したり，トラブル処理がある程度できたりするよう
になる時期。 
 
ゲーム展開期（2／18〜3／2） 
Game development phase 
子どもたちがゲームの勝敗などを気にしながら，個人も
しくは複数人で簡単な作戦を考えることができるように
なり，ゲームとして展開する。子どもがその流れのなか
で楽しさを共有しながら遊ぶ時期。 

 
 自由遊びのなかで行われる幼児のドッジ
ボール独自の展開が捉えられた。保育者が子
どもたちにドッジボールを教えるという形
態をとったとしたら，以上のようなフェーズ
や流れにはならなかったと考えられる。幼児
にとって，ドッジボールを学び，それをその
とおりにすることはできても，他者との調整
をしながら状況を再構成したり創意工夫し
たりする行動に至るには時間がかかること
が示された。また，スポーツとしてのドッジ
ボールであれば，まずゲームとしての形がつ
くられ，その後，その形のなかで，そのゲー
ムをより高度に組織的に遂行させるための
何らかの展開が生まれるのではないかと考
えられる。それに対して，本研究で見られた
展開は，ドッジボールの最低限の形が，保育
者によって提示された後，子どもたちの試行
錯誤によって徐々に形づくられていた。フェ
ーズの後半になるにつれて，他者との調整を
しながら状況を再構成したり創意工夫した
りする行動が子どもたちに見られたが，ゲー
ムとしての形が整うに至るには相当に時間
がかかることが示された。また，ここでの試
行錯誤は，幼児にとっては，自分自身にとっ
て，また他児とのかかわりにおいても，「挑
戦」とも言えるものであった。 
 運動遊びには，子ども間での試行錯誤や挑
戦という文脈が生まれ，そのなかで自己決定
や自発的な規律調整，他者との調整や創意工
夫過程を経験できるという心理社会的な意
義が認められた。 
②「遊び込める」への変容プロセス 
 ６つのフェーズにおける男児の変容を，遊
び込める尺度によって評価した。（図１） 
 その検討からは，幼児の「遊び込める」プ
ロセスとは，子ども自らが，自らを，自らの
遊びの中心に据えていくプロセスであるこ
とが捉えられた。 
 今回のドッジボール遊びのアキラの場合，
初期には「環境への能動」が上昇し，次いで
「受容•共感•応答の循環」「親和と共有」の
上昇が見られ，次いで「探求への意欲」が上
昇した。さらに最終フェーズのゲーム展開期
になって，「創造•想像の収束と実現」に関わ



る姿が出現しはじめた。各因子点が異なるフ
ェーズで上昇することが示された。それらの
上昇の根拠として，アキラにとって，ひと（他
児），もの（ボール，ルール），こと（トラブ
ル）に遭遇し，遊び込む状況が生まれ深まっ
ていく構造が捉えられた。そこでは，それぞ
れの場面で，ひと，もの，ことの意味をたし
かめ，自分にとって必要なことを考え，自分
のために楽しさを探し，考えを巡らし工夫す
る姿が記録された。自分自身でうまくいかな
いと感じていること，他児（ひと）とのかか
わりでうまくいかないことも多くあった。そ
の過程で，アキラは，自身の感情や思考を柔
軟にしていくという心の「丈夫さ」が培われ，
それが徐々に発揮されていた。アキラは，ド
ッジボールに必要な運動技能の向上に合わ
せて，これらの心の「丈夫さ」が獲得されて
いった。技能面も，楽しいと感じることによ
る日々の繰り返しによって習得され，適時生
かされており，文字通り「身に付いて」「賢
く」なっていった。運動遊びという場では，
「いま，ここ」で，もの，ひと，ことに対峙
する媒体が「体」であり，そこでは，心の丈
夫さを発揮できる「体」が求められ育まれて
いた。それこそが「体」の「賢さ」ともいう
べき力と捉えられた。 
 以上の 2つの視点から，幼児期における運
動遊びは，遊び込めるというプロセスが生ま
れ深まることによって，「丈夫な心，賢い体：
a resilient mind and inquisitive body」が育
まれる機会となることが考察された。そして，
それは領域健康のねらいとしての「しなやか
な体と心」を示すものであり，運動遊びの心
理社会的効果として認められた。 
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